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スリット光を用いた点字読取方法

　　小嶋　祐登 ∗　　　吉高 淳夫 ∗

概要. 本研究では、携帯型点字読み取り装置を実現するために、持ち運びが行え、扱いが容易に行える点
字読取方法を確立することを目的とする。点字の突起に対して装置を走査させるだけで点字を検出する手
法としてスリット光を用いた「光切断法」を適用することで、点字を検出し文字へ変換するアルゴリズムを
実装した。

1 はじめに

点字の JIS規格 [1]を図 1に示す。1-2縦間隔 aが
2.2～2.8mm、1-4横間隔 bが 2.0～2.8mm、マス間
の 1-1 ’間隔 pが 5.1-6.8mm 行間隔 1-1 ’’間隔 q
が 10.0～15.0mm各点の直径は 1.0～1.7mmで高さ
0.3～0.7mmである。

図 1. JIS 規格点字 JIST0921 アクセシブルデザイ
ン－標識，設備及び機器への点字の適用方法

点字は一般的に視覚障碍を持つ人が使う文字とし
て認知されているが、身体障害児・者等実態調査 [2]
において点字ができると回答した者は 12％程度で
ある。点字の習得は指先の動かし方から始まり、点
を触覚から読取る訓練を行う。これらの訓練の際に
点の位置や点がどのような意味を持つのか、点字訓
練士の訓練を受ける必要があリ、点字の習得には独
学、独習が非常に困難である。これらのことが、点
字の習得率を低いこと背景として上げられる。また、
視覚障碍者の大部分が、加齢に伴う緑内障や糖尿病
の合併症である網膜症が原因の中途視覚障碍者であ
り、指先の感覚が低下し、点字を習得することを困
難としている。

2 目的

点字は視覚障碍者にとって触覚を使用して「ユー
ザーが自ら文字を読取る」唯一の手段であり、点字

Copyright is held by the author(s).
∗ 北陸先端科学技術大学院大学

を容易に扱える環境を提供することは、視覚障碍者
のＱＯＬ（Quality of life）の向上をもたらすと考
えられる。本研究の目的として、持ち運びが行え、
装置の扱いが容易な、携帯型点字読み取り装置を実
現することを目的として、点字読取装置の試作と読
取を行った。

3 方法

先行研究 [3][4]では、点字の突起により発生する
陰影から点字を検出する方法が提案されている。し
かしながら、陰影と墨字（通常の印刷された文字）と
の区別が困難であること、点字の摩耗や破損によっ
て陰影の状態が異なる場合に点字の読取り精度が低
下する。そのため、本研究では点字の突起を直接計
測する手法として「光切断法」を応用した方法を用
いる。スリット光の点字の突起により生じる変位か
ら点字の読取りを行う。本研究では点字の表示と、
点字翻訳した結果を表示させるために、点字読取り
装置をPCに接続している。点字読取装置の構成図
を図 2に、試作した点字読取装置を図 3に示す。赤色
LED(OptoSupply：OSR5XNE1C1E)を光源とし、
厚さ 0.2mmのアルミ板で 1mm幅のスリット光を生
成する。点字に対して読取りを行った移動量を検出
するため、直径 20mmのローラーに 2相ロータリー
エンコーダ (アルファ技研：REL18-100BP)を装着
する。ロータリーエンコーダの2パルス（0.324mm）
毎にカメラ (OmniVision Technologies：OV5647)
にて 320x240pixelの解像度で点字印刷面に対して
垂直に投影されたスリット光を撮影する。
ロータリーエンコーダーにより装置の移動を検出

しカメラからスリット光の画像を撮影する。撮影さ
れた画像は 2値化され、その後、スリット光が存在
している座標を取得する。点字の読取り装置が傾い
ていることや商品のパッケージ等に印刷された場合
に、印刷面が平坦ではない場合もあるため、取得さ
れたスリット光の座標に対して最小 2乗法にて、傾
きを計算する。その後スリット光の座標の傾き成分
を補正する。スリット光の座標データから点字が含
まれる成分を抽出するため、バンドパスフィルタ処
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理として FFTを行い、点字が存在すると考えられ
る成分のみを抽出し IFFTを行う。点字の突起より
スリット光の座標が変位した場合に点があると判別
する。ロータリーエンコーダーが移動する毎に、同
様の処理を行い点字の画像を生成する。点字画像を
読込み、図 1に示した点字の JIS規格より、点字の
左上に位置する点 1のX、Ｙ座標を推定する。推定
された点 1の座標を基準に、点 1から点 6で構成さ
れた点字テンプレートにて点字の 1～6点の有無を
判定し点字の翻訳を行う。

図 2. 点字読取装置構成

図 3. 読取装置外観

4 実験

4.1 実験方法

本研究で提案した点字の検出精度を検証するため、
点字器 (日本点字図書館：N632小型点字器 6行× 32
マス)にて紙面に点字を作成した。点字の点が正し
く取得でき画像化できているかを評価するため、点
字 6点が全て打たれている点字文字「めめめめめ」
に対して点字読取装置を 10回走査させた。次に、実
際に日常の生活で使用される点字文字「これは　お
さけ　です」に対して点字読取装置を 10回走査さ
せた。なお、現状では、点字に対して斜めに走査さ
せた場合の回転補正が実装できていないため、点字
に対して水平に走査させるための冶具として、アク
リル板をガイドとして用いた。

4.2 実験結果

点字文字「めめめめめ」に対して、10回走査さ
せて点字 50文字の読取りを行った結果として、全
ての点が画像化はできていることが確認できた。次
に、点字文字「これは　おさけ　です」に対して走
査した結果、「これは」「おさけ」までは 10回中 10

回正しく読取ることができたが、「です」について
は 10回中 8回正しく認識できなかった。スリット
光の変位から画像化した結果を図 4に示す。濁点記
号が図 1に示した点字の JIS規格より右中央の点 5
のみで表現されている。この濁点記号が画像として
取得できていたが、点 1の位置が正しく推定されな
いことが 2回、点字を点として認識できないことが
6回発生した。

図 4. 点字文字「これは　おさけ　です」読取結果

5 考察

実験結果より、スリット光の変位から点を検出し
画像化できることを確認した。しかしながら、実験
結果より、濁点記号での検出率が低下することが分
かった。理由としては、これは、画像から点を検出
し文字へ翻訳するアルゴリズムが、点字文字の左上
にあたる点 1を起点に文字の翻訳する処理を実行し
ているため、点 5のみ存在していない濁音記号に対
して点として認識されないことや、点 2として認識
されるケースが見られた。今後の展望として、個々
の点が存在する位置関係を推定することで、点字の
1から 6のどこに位置している点であるのか正しく
認識することで、点字の正認識率も向上できると考
えられる。また、今後の課題として点字に対して装
置を斜めに走査した場合に対応するため画像の回転
補正を実装する。
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